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台湾社会科研究１

「『認識臺湾』関連文献目録１」

里井洋一・山口剛史※
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化、言語を学ぶ「原住民教育」や各地域の歴史、

地理、文化を学ぶ郷土教育などが実施されはじめ

ている。その中で、國民中學において、「認識憂

濁」科が設置され、９７年度新学期より全國の中学

で実施されている。この「認識遼濁」科は、科目

設置時、教科雷執筆時と台湾全土で大きな議論と

なった。

この議論は、台湾という土地（countly）、国家

（nation）の認識のありように大きくかかわるも

のであり、その点からも注目すべき動きであると

いえる。

これらの点を踏まえ本稿では、調査を行い現段

階での資料整理状況の報告及び台湾社会科の紹介

を行うものとする。

序章調査概要

1997年12月、琉球大学史学会において、「歴史

教育與國家露同」という題で、杜正勝氏が議演を

行った。杜氏は、台湾の中央研究院歴史語言研究

所所長であり、「認識遷濁（社會篇）」の主任委

員でもある。杜正勝氏の講演がこの研究の出発点

となった。

その後、実際に杜氏に「認識蜜濁（社會篇）」

教科書を送っていただいた。３月には実際に台湾

への現地調査を実施し、聴き取り及び資料収集を

行った。

その日程及び調査場所は以下の通りである。

調査日程1998年３月12日-15日

調査場所

中央研究院歴史語言研究所：杜正勝氏聴き取り

憂悶師範大學：呉文星氏（「認識蜜濁（歴史篇）」

編著者）聴き取り

國家図書館：資料収集

その他代表的な専門書店等にて教科雷、研究雷を

入手した。

今回の調査では、以下のことを目標とした。

１．「認識憂濁」教科害の入手

２．「認識憂潤」をめぐる政府政策文醤の入手

３．「認識憂悶」をめぐる各界の議論の資料の入手、

聴き取り

４.その他台湾社会科に関わる文献の入手

現在、台湾は教育改革の過渡期である。社會科

は、これまでの「大中国」的な歴史住1．地理教育

から、台湾史、台湾地理を重視し、先住民族の文

第１章台湾の教育制度の概要

１、台湾の教育制度

台湾の教育制度は、「中華民國教育統計1997年

（民國86年）教育部発行」によると、表１のよ

うになっており、日本と同じ6.3.3制である。國

民小學・國民中學の９年間は國民教育として義務

教育の期間である。その後、高級中學または高級

職業學校に進むことになる。

学年度は、セメスター制をとっており、第一学

期は８月１日より次年の１月31日まで、第二学期

２月１日より７月31日までとなっている。年度は、

その始まりの年をとって呼ばれ、例えば、民國７９

年８月１日より民國80年７月31日までは民國79学

年度となる。

※DepartmentofSocialStudiesConegeofEducationUniversityoftheRyukyus

１



琉球大学教育学部紀要第53集Ｉ

表Ｉ：台湾の教育制度
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２、國民小學カリキュラムと社会科

次に、國民小學について紹介する。国民小

學の現行カリキュラムは、1993年（民国82年）

９月に「國民小學課程標準教育部編印」が

修正発布されたものによっている。この課程

標準を元に作成した科目別授業時数表が表２

である。

學期總節敵とは６年間通しての週時間を表

している。計算方法は、道徳輿健康を例にと

ると、一年級の第一学期に週二節、第二学期

に週二節と計算していくと、六年級までで、

計24となる。一節は40分授業で行われている。

表２ :國民小學科目別授業時数表
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課程標準には、その他資施通則、教材編選、教

學實施、教學評量、各科目ごとの目標時間配分、

シラパスにあたる教材綱要、貿施方法、評量など

が記されている。

國民小學社会科は、統合科目として設定され、

個人領域より家庭、学校、地方、国家、世界と学

年を経るに従って広がる方式をとっている。

國民小學社会科の目標は、１.児童に適切な自我

概念を培い、調和のとれた集団との関係をつくり、

よい生活習慣を養い、健全な人格を発展させるこ

と、２.児童に生活環境及び本国歴史、地理と文化

を理解させ、郷土への愛、社会への愛、国家への

愛情を培うよう助言指導する、３.児童に世界を理

解させ、視野と度量を広げ、平等、互助、協同の

世界観を培うよう助言指導する、４.児童に批判的

思考、価値判断と問題解決能力を培い、民主社会

生活の基礎に適応するよう定め、積極的人生観を

発展させる注2となっている。

社会科の教材綱要の項目と主題、配当学年は以

台潤的社會愛遷

社會的經濟活動

習俗輿生活

國家領域我國的地理環境

政府輿人民

生活規範

中華民族的融合

中華文化

世界領域世界的地理環境

文明與生活

文化交流

我佃的地球村（一）

多元化的社會生活

我佃的地球村（二）

地球資源的永績利用

級
級
級
級
級
級
級
級
級
級
級

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

四
五
二
五
五
五
五
五
六
六
六

六年級

六年級注３

３，國民中學カリキュラムと認識臺濁科

一方、中学カリキュラムは、國民小學と同じく

「國民中學課程標準」注`が出版されている。これ

によると、以下のようなカリキュラムとなってい

る。

下のようになっている。

項目主題年級

個人領域朋友一年級

假期生活二年級

團魑生活二年級

學習與成長三年級

家庭領域家庭的成員一年級

家庭的活動一年級

家庭的経済生活二年級

學校領域班級一年級

學校的運作一年級

學校的生活一年級

學校的自治活動三年級

人際関係三年級

地方領域社匿的生活環境二年級

家郷（－）郷鎮市厘三年級

家郷（二）縣市三年級

台潤的地理環境四年級

台湾的民俗與藝文活動四年級

為我佃服務的人二年級

各行各業三年級

台濁的開發四年級

台潤的自然資源四年級

台湾的經濟發展四年級
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表３－２國民中學科目月ﾘ授業時数表（２）注フ
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現行カリキュラムの中で、新たに一年級時に、

設けられたものが「認識臺湾」科である。この科

目は、社会科学の科目として、公民輿道徳、歴史、

地理とともに位置づけられており、とりわけ蓬彫

金馬僅@の認識を強化するために、社會篇、歴史編、

地理鰯が、１年級において同時進行させるとして

いる控9．

個別に教材編要について見ていくと、それぞれ

の単元構成は以下のようになっている。

2.地方文物

(五）教育概況

1.家庭教育

2.學校教育

3.社會教育

(六）經濟概況

1.背景簡述

2.目前概況

(七）政治概況

1.背景簡述

2.目前概況

(八）休閲生活

1.休閲生活概況

2.値得改進之虚

(九）宗教信仰

1.宗教類別

2.宗教活動

(十）重要的社會問題

1.家庭問題
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3.環保問題
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等方式、研究下列主題．．

(－）調査本班同學的家庭到熊

(二）認識我的親展

(三）節日慶典由來

(四）學校附近有那些名勝古蹟

(五）本郷、鎮或匿有那些學校或社倉教育機構

土地範園及付署

陸、海域地形

空間管理系統

郷土土地資料整理及問題討論

生態認識天氣預報

氣侯與氣侯災害

水文與水資源

土壌輿生物

郷士生態資料整理及問題討論

人口人口分布

人口愛遷

人口組成

郷土人口資料整理及問題討論

産業産業結構輿農業生産

工業類型

商業活動

郷土産業資料整理及間題討論

生活都市化與城郷生活

交通網路與通訊系統

休聞輿旅遊

郷土生活資料整理及問題討論

匿域及計畳綜合開發計謹

地方生活圏與功能網路

環境保育計謹

郷土歴域及計誓資料整理及問題討

論…

(六）認識本村里的市場情形

(七）認識本縣市厘地方公職人員的選學

瞭解本村里居民休閲活動方式

認識本縣市圖著名寺廟或教堂

瞭解本郷鎮環境汚染状況注'。

(八）

(九）

(＋）

【歴史篇】

－、導論

二、考古遺杜輿原住民的部落社倉

１.考古遺辻

２.原住民的部落社會

三、國際競逐時期（荷蘭、西班牙

四、鄭氏治臺時期（或明鄭時期）

１.政制建置地與文教發展

２．屯墾與貿易

五、清領時代前期

１.治憂政策

２.農墾與商業

３.漢人社會的建立與發展

六、清領時代後期

１.開港與國際貿易

２．日軍侵憂與治憂政策的改鍵

３，近代化的經営

４，反割蜜與「蓬潤民主國」

七、日本殖民統治

１.統治政策及其演愛

２.殖民經蒋的護展

３.差別待遇的新式教育

４抗日及政治文化運動

八、中華民國在臺湾

１.戦後初期遼潤的政局

２.戒巌鐙制下的政經與社會

３.戒巌後多元社會的發展

４.中共威脅下的國防與外交

九､未來展望画’

西班牙）

４、教科書編審委員会

教科書は、台湾教育部が、教科用書編審委員倉

を組成し、教科書の内容の検討、執筆を行ってい

ることがわかる麺3．

教科用書編審委員会は、「國民中學課程標準賓

施要鮎」と「國立編鐸館中小學各科教科用書編審

委員倉設置要鮎」に基づき、1995年６月中旬まで

に、國文、認識塞濁社會編、認識塞濁歴史編、認

識臺濁地理編、歴史、地理、英語、數學、生物、

健康教育、理化、地球科學の12課目の委員会が組

成され、遅れて同年１０月中旬公民輿道徳の委員が

選出された。

編審委員会は、学科専門家、現職教科担当教師、

課程と心理等を専攻する教育学者、教学媒魁製作

専門家、教育行政担当者と國立編課館編審担当者

の五分類に分けられ、國民中學教育、教育方法に【地理篇】

５
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関心を持っている者の中から、性別、年齢、経験

を考慮して選ばれる。

編審委員のうち主任委員の選定原則は次のよう

になっている。

1.現任各科編審委員會主任委員

2.新課程標準各科修(研)訂小組召集人

3.大学相關系所主任

4.會任本館中小学教科用書編審委員會委員

編審委員会が、研發小組を推挙し、編者がその

中から選ばれ、実際の執筆作業をするという形態

である。その議論過程を、歴史篇の動きを例に紹

介する。

員が任命された。委員は次の通りである麺８．

黄秀政國立中興大學歴史研究所教授

招集人教育部人文社會教科教育指導委員

會推薦

温振華國立臺潤師範大學歴史系教授

起草人塞潤師範大学推薦

呂賓強中央研究院近代史研究所研究員

教育部人文社會教科教育指導委員會推薦

李國祁國立臺潤師範大學歴史系教授

教育部人文社倉教科教育指導委員會推薦

張王法中央研究院近代史研究所研究員

教育部人文社會教科教育指導委員會推薦

李永熾國立塞湾大學歴史系教授

立法委員推薦

張炎憲中央研究院中山人文社会科学研究所研

究員立法委員推薦

呉密察國立蓬濁大學歴史系副教授

立法委員推薦

李彼峰私立世界新聞傳幡学院共同科副教授

立法委員推薦

黄鼎松苗栗縣鶴崗國中教務主任（校長＞

國中教師代表省教育鴎推薦

江如雪塞北市景興國中（歴史）教師

國中教師代表塞北市教育局推薦

1993年（民國82年）１２月23日、第一次全随研訂

小組委員會議では進め方が議論され、課程標準草

案起草人に温振華、國立臺醤師範大學歴史系教授

が推挙された。この會議において、課程評鑑資料、

世界各國社會科学科関係資料の蒐集進行が決めら

れた画9.

1994年（民國83年）１月18日嚢北縣樹林國民

中學において、第１段階北区座談会を実施した。

主催者は中央研究院近代史研究所研究員、小組委

員呂賢強、国中代表、学者専門家、社会団体の代

表が参加し、共同討論、広く意見を聴取した。

１月20日高雄縣鳳山國民中學において、第１

段階南区座談会を実施した。主催者は招集人黄秀

政、小組委員温振華両氏、参加者は南区と同じく

國中代表、学者専門家、社會団体の代表たちであっ

た。

第一段階の座談会では枠組みを決めず腹案もな

く各方面の建議をうけ、課程標準草案に反映させ

ることにしたという…。

第２章『認識蔓湾（歴史篇）』の編集過程

１，認識塞潤科の設置

1997年９月から新しい教科として『認識塞潤』

の授業が國民中學－年生で始まった。1993年６月

教育部長郭爲藩の主動で教育部課程標準修訂委員

倉が『認識臺濁』科の設置を決議してから四年の

歳月が流れた。本節では、『認識塞穐』の編集過

程を歴史篇を中心にみていくことにする。

1991年、國民中學課程標準總綱修訂小組は國民

中學課程標準總綱(修訂草案)及修訂説明会の時、

國民小學社會の延長として國民中学一年生におけ

る歴史、地理、公民合科の提案がなされた麺４．こ

の提案は教育界をゆるがし、多くの学者専門家の

批判をあび、とりさげざるを得なかった。ただし

この過程で國民中學－年生地理が台湾郷土教材を

主とすることに決定されたという…。一方、國民

中學修訂課程標準の歴史小組では歴史六小時中、

－小時を郷土歴史という分野を設け、國民中學－

年生で台湾の歴史を講授することになっていたと

いう。…

1993年（民國82年）６月28日、教育部課程標準

修訂委員會假國立臺北商業専科學校畢行第五次全

髄會議（主催教育部長兼主任委員郭爲藩）におい

て、従来開設してきた國一歴史、地理、公民輿道

徳に智り、認識塁E潤一科（分れて、歴史篇・地理

篇・社会篇）毎週三時間の開設を決議した画7．

２，課程標準策定

1993年（民国82年）９月、教育部の推薦によっ

て『認識塞湾（歴史篇）』科課程標準研訂小組委

６
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３月17日第二次全贈研訂小組委員會議、主催

者は黄秀政。課程標準草案の初稿を討議修正した。

４月11日教育部招集、國民小學、高級中學、

國民中學各教科課程標準修（研）訂小組聯席會議

に温振華が代表として参加した。

４月13日臺中市居仁國民中學において、第２

段階中区座談会を実施した。主催者は黄秀政。完

成草稿に関して意見交換がなされた。

４月14日臺北市金華國民中學において、第２

段階北区座談会を実施した。主催者は呂賢強。こ

こでも完成草稿に関する意見交換が行われた。こ

れらの意見は修訂の参考意見にしたという画。

４月28日第三次全禮研訂小組委員會議、主催

者は黄秀政。第２段階座談会の建議を受け、完成

草稿を討論協議修正し、課程標準の「教材綱要」

の内容と文字を確定した。

草案は五月初め教育部に送付され、５月13日、

蚤北市教師教育研修中心において國民中學新課程

標準研討會が開かれた。この席において蓬北市國

中歴史科輔導国が修訂意見十二条を提出した。

６月28日、教育部が開催した國民中學課程標準

編輯審査小組委員會議で若干の建議があり、これ

らを受け研訂小組は修正を加えた。

８月５日、國民中學課程標準委員倉第六次會議

をうけ、黄秀政は最後の剛訂をおこなった…。

1994年（民國83年）１０月、認識台湾を含む教育

部國民中學課程標準を修正公布…した。課程標準

に示された「認識臺穐（歴史篇）」の構成と温振

華の草稿原案を比較したものが表４である。『認

識臺湾（歴史篇）』科課程標準研訂小組委員呂賓

強は草稿変更の理由を次のようにいう甥。

第２章考古２節、第３章先住民族３節は、両方

とも十分な資料がないため合わせて１章２節とし

た。

第５章東寧王國時代の東寧が問題となった。東

寧は国名ではない。明復興を鄭成功はかかげたか

ら明鄭時代がいいという意見もあったが、最終的

には鄭氏治蓬時期におちついた。

第６章４節、大規模的反清事件は第３節漢人社

會的建立輿発展でも述べることができるので、あ

えて節立てすることはないということになった。

第７章２節は日本の侵台によって清朝が台湾建

設積極策をとったのだから牡丹社事件(台湾事件）

をテーマにすることはよろしくないということに

なった。

第８章にかんしては、抗日を指導した多くは民

軍のリーダーと台南の劉永福である。故にかなら

ずしも－章を設ける必要がない。前章漬領時代後

期の一節に反割塞與「臺濁民主國」として位置づ

けることとなった。

第10章中華民國在塞潤、１節「二二八事件及其

影響」という主題は、若干の成員が妥当でないと

いう見解を示した。台湾回帰の後に228事件が初

期の重大史実として起こったという印象を与える。

台湾光復には相当長期的な背景があるのみならず、

台湾光復初期、政府は直接樹立されていなかった

のである。ただし、光復（國家再興）という二文

字に反対する人もいたので、戦後初期台湾的政局

という主題におちついた。

第10章４節「中共覇權威脅下的國防與外交」と

いう主題に関して、若干の成員が次の見解を示し

た。中共は覇権であらわすことはできない。戒厳

令以前は実際敵であり、私たちを消滅させ、私た

ちの自由と人権を剥奪させると私たちは長い間考

えてきた。戒厳令以後といえども軽率な態度でこ

とにあたることはできない。したがって、覇権の

２字で内容と形式をあらわすことはできない。そ

の結果、覇権の２字を削除することになった。

『認識臺潤（歴史篇）」科課程標準研訂小組招

集人黄秀政は認識塞濁（歴史篇）の目標を次のよ

うに言う毬。

１，各族群先民の開発を認識し、開来の使命感を

継承し、団結合作の精神を酒養する。

２，自己生活環境を認識し愛郷愛國の情操を培う。

３，臺潤影湖金門馬祖の文化資産の了解

と大切に保護していく思いを増進する。

あくる1995年（民國84年）５月には教育部國民

中學課程標準編輯審査小組の棄整が出版された…。

３、教科書の編集と執筆

1995年（民國84年）５月「認識臺穐（歴史篇）」

科教科用書編審委員會発足し、主任委員に黄秀政

國立中興大學歴史研究所教授兼夜間部主任がなり、

執筆人には張勝彦國立中央大學歴史研究所教授と

呉文星國立塞潤師範大學歴史系教授がなった。教

科用書編審委員は前期の三人に学科専門家として

７
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李國祁國立臺湾師範大學歴史系教授、呂賢強中央

研究院近代史研究所研究員他五人、國中の教師が

八人、教育学者、省市教師研修単位代表、媒腱製

作専門家、によって構成された…。

６月26日、第１次全髄編審委員會議、黄秀政主

催、編集原則と方向、執筆者二人、教科書、教師

手冊之編集小組八人を決めた。八人のうちわけは

執筆者以外はすべて國中の教師たちであった。

７月４日第１次編輯小組會議が開かれ、「教材

綱要」－から五章分すなわち張勝彦執筆分を討論

した。

７月12日第１次編輯小組會議が開かれ、「教材

綱要」六から十一章すなわち呉文星執筆文を討論

した。

８月４日「認識塞淘」歴史、地理、社會三篇の

編輯小組が集まった聯席會議が開かれた。

８月21日第２次全魑編審委員會議が、黄秀政主

催のもと開かれ、「教材綱要」が修訂され通過し

た。

あくる、1996年（民國85年）６月中旬までには

編審委員倉が12回開かれ、編審委員會レペルでよ

うやく完成し、１０月22日、「認識塞濁」歴史、地

理、社會三篇の編輯小組聯席會を経て完成定稿錘

が定まるのである。

その結果完成した教科書の構成は、課程標準「教

材綱要」と異なることとなった。異同点は表５を

みていただきたい。黄秀政は変更点は近現代史篇

が倍増したことと文化教育内容が増加したことを

あげている…。

漣'國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､148Ｆ150

注'2國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､156

画，「中小學教科書組談國中新過程各教科用書編

審委員會組成」國立編讓館通訊第９巻第１期

1996年（民國85年）１月Ｐ､１１

崖M影小甫「談國民中學歴史科賓験教材」（人文及

社會學科教學通迅第２巻第５期）によると、１９

８７年教育部人文社會學科教育指導委員會は「國民

中學歴史科賢験教材大綱」で、中国史と外国史を

合編した教科書をつくることを意図し、1991年初

稿がでたという。

…陳國彦『認識塞濁』地理篇輿郷土地理（人文及

社會學科教學通迅第４巻第６期７ページ、

1994年(民國83年)４月

…呂賞強「國中新課程『認識塞濁」（歴史篇）科

設立的經過與教材教學有關的幾頂問題」（國立編

鐸館通訊第９巻第２期、１７ページ、1996年（民

國85年）４月以下呂資強1996と表記

型7黄秀政「國民中學『認識臺潤』（歴史篇）科的

課程研訂與教材篇篇」（『國立編讓館通訊第９

巻第２期』）１１ページ、1996年（民國85年）４月

以下黄秀政1996と表記。

lms黄秀政1996,12ページ附表１，ただし、推薦お

よび（）部分は呂賢強1996,18ページによる。

､,黄秀政1996,11ページ

…黄秀政1996,12ページ

鐘'黄秀政1996,12ページ

…黄秀政1996,12ページ

…張勝彦「國中『認識臺湾』歴史篇教材綱要之研

訂與縞馬」人文及社會學科教學通迅第７巻第５

期３３ページ、1987年(民國76年)２月

麹呂資強「國中新課程『認識臺潤』（歴史篇）科

設立的經過與教材教學有關的幾頂問題」（國立編

課館通訊第９巻第２期、１８～19ページ1996年

（民國85年)４月

…黄秀政1996,13ページ

…黄秀政「談國民中學『認識臺轡』（歴史篇）教

科書的篇寓」人文及社會學科教學通迅第６巻第

５期６ページ、1996年(民國85年)２月

…黄秀政1996,15ページ附表二

…張勝彦「國中『認識臺潤』歴史篇教材綱要之研

訂與編罵」人文及社會學科教學通迅第７巻第５

期３５ページ、1987年(民國76年)２月

…黄秀政1996,15ページ

注'呉文星「『認識台湾』台湾の『国史』を教育に」

（『週刊台湾』8635号８ページ1997年９月25日）
鐘國民小學課程標準教育部編印1993年（民國

82年）９月修正発布Ｐ､159

塵3國民中學課程標準教育部編印1993年（民國

82年）９月修正発布Ｐ､161-172を要約。

注`國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布

注5國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､２

注6國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､２

注7國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｅ３‐５

厘8すなわち臺湾、影湖、金門、馬祖、現在領有し

ている地域をさす。

注9國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､６

画o國民中學課程標準教育部編印1994年（民國

83年）１０月修正発布Ｐ､134-136

８
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歴史「教材綱要」草稿初稿と課程基準（表４）

９

1994年10月公布課程基準 温振華草案初積

－、導論 －、導論

二、考古遺祉與原住

民的部落社會

１．考古遺吐

２．原住民的部落社倉

二、考古遺吐

三、南島語族的部落

社會

1．旧石器時代

2．新石器時代

1．平哺族與高山族的分布

２．經在生活與社倉組織

3．神話輿迷信

三、国際競遂時期（荷蘭、西遜牙） 四、国際競遂時期
1．荷蘭的統治

2．西班牙占領憂北

四、鄭氏治ま時期

(或明鄭時期）

1．政制建置與文教発展

２．屯墾與貿易
五、東寧王国時代

1．政制建置與文教発展

２．屯墾與貿易

五、清領時代前期

1．治遷政策

２．濃墾與商業

３．漢人社會的建立與発展
六、清領時代前期

1．治憂政策

２．濃墾與貿易

３．漢人社會的建立輿発展

４．大規模的反清事件

六，清領時代後期

1．開港與國際貿易

２．日軍侵塞與治褒政策的政

愛

3．近代化的経営

４．反割塞與「遷濁民主國」

七、清領時代後期

八、雲花一現的蜜潤

民主園

1．開港與國際貿易

２．牡丹社事件與治蜜政策的

改愛

3．劉銘傅的経営及其影響

1．建国的背景

2．各地的保郷抗日

七、日本植民統治

1．統治政策及其演愛

2．植民経済的発展

3．差別待遇的新式教育

４．抗日及政治文化運動

九、日本植民統治

1．統治政策及其演鍵

2．植民経済的発展

3．差別待遇的新式教育

4．武装抗日及政治運動

八、中華民国在憂灘

1．戦後初期嚢濁的政局

2．戒厳令盟制下的政經與社

倉

3．解厳後多本社倉的発展

４．中共威脅下的國防與外交

十、中華民国在塞潤

1．二二八事件及其影響

2．戒厳令農制下的政治輿社

會

3．解厳後新社會的圏醸

4．中共覇權威脅下的國防與

外交

九、未来展望 十一、未来展望
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歴史「教材綱要」の比較（表５）

－１０－

1994年10月公布課程基準 教科用書編審委員倉教科綱要

－、導論 －、導論

二、考古過吐與原住

民的部落社會

1．考古遺吐

2．原住民的部落社倉
二、史前時代

１．文化演進

２．原住民社会

三、国際競遂時期（荷蘭、西班牙）
三、国際競遂時期

(荷蘭、西班牙）

１．漢人輿日本人的活動

2．荷蘭人與西班牙人的活動

四、鄭氏治嚢時期

(或明鄭時期）

1．政制建置與文教発展

２．屯墾與貿易
四、鄭氏治蜜時期

1．政治輿文教

2．墾植輿貿易

五、清領時代前期

1．治ま政策

2．濃墾與商業

3．漢人社會的建立輿発展

五、清領時代前期

1．治基政策

2．経済活動

3．社會與文教発展

六、清領時代後期

七、 日本植民統治

1．開港與國際貿易

２．日軍侵塞與治蓬政策的政

愛

3．近代化的経営

４．反割憂與「蟹潤民主國」

1．統治政策及其演鍵

2．植民経済的発展

3．差別待遇的新式教育

４．抗日及政治文化運動

六、清領時代後期

七、日本植民統治

八、日鋒時期的文教

與社倉

1．開港輿国際貿易

２．日軍侵憂與治嚢政策的政

愛

3．建省後的積極建設

1．遼潤民主國與武装抗日

2．政治與社會控制

3．植民経済的発展

1．教育輿学術発展

2．文化活動

3．社會運動

八、中華民国在憂湾

1．戦後初期塞潤的政局

２．戒厳令盟制下的政經與社

會

3．解厳後多本社倉的発展

４．中共威脅下的國防與外交

九、第二次世界大戦

後的政治鍵遷

十、第二次世界大戦

後的經濟、文教輿

社會

1．戦後初期的政治

2．中央政府遷塞後的政治発

展

3．対外関係

1．計謹經濟的推動與発展

2．教育輿文化

3．多元的社會

九、未来展望 十一、未来展望
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第３章認識臺湾関連文献目録

今回の文献目録では、各項目を凡例のように記

述することにした。出版年に関しては、西暦と民

國暦の併記とした。また、教科書に関しては、今

回入手しているもののリストであり、各教科の全

リストではない。

なお、文献の順序に関しては、以下のようなカ

テゴリーに分けたうえで、出版年の順序を原則と

してとることとした。

カテゴリーは以下の通りである。

（１）教育過程と教育統計

（２）教科教育

（３）教科書関連

（４）郷士教育関連

（５）原住民教育

（６）教育改革関連

（７）大学教科書

（８）歴史学その他

乙、國民小學各科課程標準

一、道徳與健康

二、國語

三、數学

四、自然

五、社會

六、音樂

七、鰹育

八、美努

九、團髄活動

十、輔導活動

附録國民小學課程標準修訂經過

結語

２（題）國民中學課程標準

(編）教育部編印

(年）1994年（民國83年）十月二十日修正發布

(考） 目次

壱・教育部令、函

甲、発布令

乙、資施函

弐・國民中學課程標準

甲、國民中學課程標準總綱

第一目標

第二科目與節数

第三賢施通則

乙、國民中學各科課程標準

一、國文

二、英語

三、數學

四、「認識臺濁」（社會篇）

五、「認識塞濁」（歴史篇）

六、「認識臺湾」（地理篇）

七、公民輿道徳

八、歴史

九、地理

十、生物

十一、理化

十二、地球科學

十三、健康教育

十四、家政輿生活科技

十五、電脳

十六、贈育

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１

例
題
著
編
属
年
発
出
考

凡
く
く
く
く
く
く
く
く

:書籍、論文のタイトル

:著者名

:編集者、編集所

:著者の所属団体等

:出版年月

:発行元

:出版所（発行元と異なる場合記述）

:備考。目次等、論文の紹介

(1)教育過程と教育統計

１（題）國民小學課程標準

(編）教育部編印

(年）1993年（民國82年）九月二十日修正發布

(考）目次

壱・教育部令、函

甲、発布令

乙、賓施函

弐・國民小學課程標準

甲、國民小學課程標準總綱

第一目標

第二科目與節数

第三賢施通則

－１１－
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十七、音樂

十八、美術

十九、童軍活動

二十、郷土藝術活動

二一、輔導活動

二二、團遷活動

二三、専修科目

（－）國文

（二）英語

（三）第二外國語

（四）數學

（五）理化

（六）地球科學

（七）鰻育

（八）音樂

（九）美術

（＋）職業陶冶

附録國民中學課程標準修訂經過

結語

＋、數學

十一、基礎物理

十二、基礎化學

十三、基礎生物

十四、基礎地球科學

十五、物質科學（物理篇）

十六、物質科學（化學篇）

十七、物質科學（地球科學篇）

十八、生命科學

十九、鰹育

二十、軍訓

二一、家政輿生活科技

二二、音樂

二三、美術

二四、藝術生活

二五、選修科目

（_）國學概要

（二）應用文

（三）書法

（四）文法輿修欝

（五）英語會話

（六）英語驍講

（七）英文作文

（八）英文文法

（九）第二外國語

（＋）歴史

（十一）地理

（十二）社會科學導論

（十三）心理学導論

（十四）耀輯

（十五）法學概論

（十六）幾何學

（十七）數學（甲）

（十八）數學（乙）

（十九）電脳

（二十）物理

（二一）化學

（二二）生物

（二三）地球科學

（二四）鐙育概論

（二五）田径運動

（二六）水上運動

（二七）膿操

３（題）高級中學課程標準

(編）教育部編印

(年）1995年（民國84年）十月修正發布1996年

(民國85年）六月出版

(考）目次

萱、教育部令、函

甲、發布令

乙、寳施函

敵、高級中學課程標準

甲、高級中學課程標準總綱

第一目標

第二科目輿節數

第三資施通則

乙、高級中學各科課程標準

一、公民

二、國文

三、英文

四、三民主義

五、歴史

六、地理

七、世界文化（歴史篇）

八、世界文化（地理篇）

九、現代社會

－１２－
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(二八）舞踏

(二九）球類運動

(三十）國術

(三一）自衛運動

(三二）食物輿管養

(三三）食物與烹調

(三四）服装製作

(三五）家庭工藝

(三六）製圖

(三七）能源與動力

(三八）工業材料

(三九）音樂理論

(四十）合唱

(四一）國樂合奏

(四二）音樂欣賞

(四三）音樂個別指導

(四四）音樂基礎訓練

(四五）楽器合奏

(四六）音樂創作

(四七）色彩學

(四八）素描

(四九）國畳

(五十）水彩蜜

(五一）油畳

(五二）醗塑

(五三）版畳

(五四）美工設計

高級中學課程標準修訂経過

6.社会教育

附録

５（題）中華民國教育統計指標

（編）教育部編印

（年）1997年（民國86年）

（考）目次

壱、教育概況

弐、教育護展

参、教育結構

露、教育素質

伍、專技人力之培育

陸、教育經費

七、國際文教

八、國民鰻育

九、附録：國際比較

６（題）台間地匿各國民小學基本統計一郷鎮市国

別一八十五學年度

（編）教育部統計虚編印

（年）1997年（民國86年）六月

（考）目次

壱・學校代砺之含義

弐・各國民中小學基本統計（郷鎮市区別）

01台北縣

02宜蘭縣

偲桃園縣

似新竹縣

05苗栗縣

０６台中縣

07彰化縣

08南投縣

０９雲林縣

１０嘉義縣

１１台南縣

１２高雄縣

１３屏東縣

１４台東縣

１５花連縣

１６瀞湖縣

１７基隆市

１８新竹市

１９台中市

孵
糯

４（題）中華民国教育統計

（編）教育部

（年）1997年（民國八86年）

（考）目次

凡例

前言

（一)歴年度各級教育簡況

（二)八十五年度各級教育現況

１.各級學校概況

２.幼稚教育

３.國民教育

４.高級中等教育

５.高等教育

－１３－
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20嘉義市

21台南市

31-42台北市

51-61高雄市

７１金門縣

７２連江縣

参・郷鎮市区代鴎對照表

附録・本書作流程

小組編集人である影小甫が、この教材の理

解をはかるために書いた論考である。

４（題）我國國小歴史教育研究的回顧輿展望

（箸）徐雪霞

（属）國立台南師院副教授

（年）1992年（民國81年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第２巻第５期、

Ｐ､42～５８

（考）小学校歴史教育の研究史をまとめた論考(2)教科教育（認識臺濁・歴史・公民輿道徳等）

関連

１（題）傳統史論輿歴史教學

(箸）張元

(属）國立清華大學史研究所教授

(年）1992年（民國81年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第２巻第５期、

Ｐ､6～１８

(考）歴史学教授の有様を中国の伝統的史論の上

にみようとする論考。

５（題）清末民初中學堂（校）修身教科書的発展

（1902-1922）

(箸）陳光輝

(年）1993年（民國82年）８月

（出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

Ｐ６～２１

(考）目次

１，前言

２、我國教科書誕生的簡史

３，清末時期中學堂修身教科書的護展

４、民初時期中學校修身教科書的登展

５、結語

２（題）従「社會科学概論」課程之現況看當前高

職的歴史教育

(箸）林麗月

(属）國立臺濁師範大學歴史系教授

(年）1992年（民國81年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第２巻第５期、

Ｐ､19～２６

（考）1986年職業課程標準改定により、1987年か

ら職業学校に社会科学概論の－単元として、

「本國歴史(主に中國文化史)」がおかれる

ことになった。その社會科学概論の現況の

問題点を「本國歴史」を中心にのべた論考。

６（題）我國小學公民課程的演進

(箸）郁漢良

(属）國立編鐸館國民小學生活與倫理科教科用書

編審委員会委員

（出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

Ｐ22～３８

(年）1993年（民國82年）８月

(考）目次

１，前言

２，我國歴代的徳育教材探微

３，清朝末葉輿民國初期的小學「修身」課

程

４，北伐完成輿全國統一後的小學「公民」

課程

５、政府遷台後在復興基地國民學校的「公

民」課程

６、現行國民小學課程標準的「生活輿倫理」

課程輿教材内容剖析

７，結語

３（題）談國民中學歴史科賓験教材

(箸）影小甫

(属）國立臺穐師範大學歴史系教授

(年）1992年（民國81年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第２巻第５期、

Ｐ.”～４１

(考）1987年教育部人文社會學科教育指導委員會

は「國民中學歴史科資験教材大綱」で、中

國史と外國史を合編した教科書をつくるこ

とを意図した。1991年初稿がを公開、編輯

－１４－
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７（題）加強成人公民教育弼議

(箸）黄惟饒

(出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

Ｐ47～５５

(年）1993年（民國82年）８月

(考）目次

１、後工業社會的概念

２，教育在後工業社會發展過程中的角色

３、邇向後工業社倉階段我國所面臨的問題

４，公民教育對我國未來發展的意義

５、加強成人公民教育的必要與方向

６，結語

参考書目

1１（題）郷士地理的教學内酒與教育償値

（箸）曹治中

（年）1994年（民國83年）４月

（出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ､11～２５

（考）目次

１、前言

２，近代雇域地理輿郷土直観教學法的内酒

３、現代区域地理空間概念的量化與反思

４、郷土地理教學的心理學価値

５、結論

６、参考文献

1２（題）地名一郷土地理研究的指標：以高雄縣橋

頭郷為例

（箸）陳國章・呉進喜

（年）1994年（民國83年）４月

（出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ２６～４５

（考）目次

１，前言

２、橋頭郷的厘域概況

３、漢人入墾前的橋頭地匿

４，橋仔頭莊核心地位的確立

５，由零星的開墾到全面的開發

６、結語

８（題）徳國的公民教育

（箸）巌翼長

（属）又藻外語學院教授

(年）1993年（民國82年）８月

（出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

（考）ドイツの初等中等公民教育について述べた

論考。

９（題）我國國民小學社會科課程発展之研究

(箸）呂若職

(属）國立塞潤師範大學教育研究所碩士

(年）1994年（民國83年）１月

(考）小学社會科の課程について、國立編鐸館、

板橋教師研習會、人文及社會科學教育指導

委員會の聞き取り、分析から明らかにした

修士論文。

1３（題）美國郷土地理教育畢隅

（箸）渚桂成

（属）國立臺潤師範大學地理系副教授

（年）1994年（民國83年）４月

（出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ､46～６３

（考）目次

一、緒言

二、美國小學的地理教育

三、美國初中之地理教育

四、美國高中的地理教育

五、結語

1０（題）「認識臺濁」地理篇輿郷土地理

（箸）陳國彦

（属）國立臺潤師範大學地理系教授

（年）1994年（民國83年）４月

（出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ６～１０

（考）認識臺潤にいたるまでの過程（1991年國中

に公民、歴史、地理、合科教学構想から國

中１年に臺湾郷土教材）を述べ、認識臺闘

における郷土地理の実践方法についてのべ

た論考。各村学区で編輯すべき「郷土地理」

副読本の内容が記されている。

1４（題）評介英國的郷土地理輔助教材

（箸）黄朝恩
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(属）國立臺潤師範大學地理系所教授

(年）1994年（民國83年）４月

(出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ､64～75ページ

(考）目次

１，前言

２、由教育目標和課程標準着英國的郷土地

理教育

３，郷土地理輔助教材資例之一

：Localstudykit

４，郷土地理輔助教材賓例之二

：GeographicalErguiry

５，郷土地理輔助教材賓例之三

：UnderstandingEnvironmentallssues

６、結語

ｊ
ｊ
ｊ

年
出
考

く
く
く

1996年（民國85年）１月

國立編讓館通訊第９巻第１期Ｐ25～２６

台湾とアメリカの社會科と教科書制度を比

較した論考。

1９（題）從國小社會科新過程標準探討環境教育之

賓施

（箸）洪如玉

（属）苗栗縣育英國小教師

（年）1996年（民國85年）１月

（出）國立編課館通訊第９巻第１期Ｐ31～３６

（考）社會科新課程の中でどのように環境教育と

行うことができるかを学年別に述べた論考。

2０（題）従命題的角度探討國中與高中地理教材連

績性的問題

（箸）李明燕

（年）1996年（民國85年）１月

（出）國立編讓館通訊第９巻第１期Ｐ45～４８

（考）國中と高中の地理教材の連績性と相違を、

入学考試を視野にいれながら、課程目標、

農業的単元、等高線を事例に分析している。

考試レベルでは有意差を認めることはでき

ないという。

2１（題）『追従歴史足跡」－輿古蹟的對話／郷土

文化教學的嘗試

（箸）莊文費

（属）新竹市私立曙光女中歴史科教師

（年）1996年（民國85年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期

Ｐ､17-28

（考）1995年１月26日、新竹市古蹟巡検の実践記

録

1５（題）土地認同與歴史教育

（箸）溶素婿

（年）1995年８月

（出）臺潤歴史學會通迅第１期Ｐ,55～5６

1６（題）心霊的故郷一歴史教學設問

（箸）劉静貞

（年）1995年（民國84年）８月

（出）塞濁歴史學會通迅第１期Ｐ､51～5４

1７（題）民主輿教育一談公民民主教育如何落貿於

社會科教材中

（演講人）何春徳博士

（翻鐸人）曹定人

（出）國立編讓館通訊第９巻第１期Ｐ16～２０

（年）1996年（民國85年）１月

（老）アメリカの社會科教育を研究している何春

徳博士がアメリカの公民教育について語る。

その際、教科書の愛遷についても言及し、

「研究社會事件的産生及問題的解決」とい

う教科書の在り方を説明している。その後

講演に対する質疑も押さえられている。

2２（題）國民中學「認識塞穐（歴史篇）」科的課

程研訂與教材篇篇

（箸）黄秀政

（属）國立中興大學歴史研究所教授・本館國中認

識塞湾（歴史篇）科篇審委員會主任委員

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編讓館通訊第９巻第２期P11-16

（考）「認識塞濁（歴史篇）」のカリキュラム編

成、教科書編集プロセスを知る上での基本

1８（題）美國全國性中小學過程標準建立對我國過

程革新之啓示

（箸）林淑貞

（属）教育部教育研究委員會専門委員
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の期待表明である。文献。

2６（題）國民中學「認識臺濁（地理鯛）」科教科

用雷篇蔦理念之我見

（箸）林俊全

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編課館通訊第９巻第２期Ｐ,30-31

（考）認識塞濁（地理篇）課程標準の三目標と教

科霞執筆にあたって考慮したいくつかの重

点を述べている。特に教科書執筆一大挑戦

として、地域の聴き取り調査があげられて

いる。

2３（題）國中新課程「認識臺潤（歴史篇）」科設

立的經過與教材教學有關的幾頂問題

（箸）呂資強

（属）中央研究院近代史研究所所員・國立編課館

國中認識憂悶（歴史篇）科編審委員倉委員

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編課館通訊第９巻第２期、Ｐ､17-24

（考）「認識憂潤（歴史篇）」科設立的經過、と

くにその前史である歴史科における郷土教

育構想と温振華の初稿原稿が課程標準への

修正内容が触れられている。また教材と教

学の問題では１，郷土教育実施、２，国家

の位置付け、３，中華民族、にかんする問

題が研究史をひきながら位置づけられてい

る。

”（題）淺論園小社會科新課程編製方向輿因應之

策

（箸）察景明

（属）台中師院國民教育研究所研究生

（年）1996年（民國85年）４月30日Ｐ２８

（出）国教輔導第35巻第４期

（考）目次

一、前言

二、新教材社會科課程編製特色

（－)輿家庭日常生活結合

（二)以児童爲本位

（三)課程的多元化輿世界観

三、因應之策

（－)加強教師新知訓練

（二)従師資養成著手

（三)多與教師溝通

（四)改憂評量方式

（五)改愛社會科是副科的概念

（六)發展地方特色

四、結語

2４（題）認識塞濁（歴史篇）篇蔦簡介

（箸）張勝彦

（属）国立中央大學歴史研究所教授・國立縄認館

國中認識塞濁（歴史篇）科編審委貝會委員

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編課館通訊第９巻第２期、Ｐ､２５

（考）認識塞潤（歴史篇）篇爲執筆紹介である。

執筆にあたっての課程標準に示された目標、

張勝彦執筆部分の簡単な紹介がある。台湾

が多くの民族によって構成され、多くの民

族の共同によってつくられた点の認識を課

程の教学目標としている。

2５（題）談塞濁地厘中學歴史科教學現象-兼談對

未来「認識憂潤」教科書之展望

（箸）張明卿

（属）塞北市教化國中教師・國立縞鐸館國中認識

塞潤（歴史篇）科編審委員倉委員

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第２期、Ｐ､26-29

（考）前半は塞濁中学歴史科授業の問題点を次の

ようにあげている。１、試験主導の授業、

２，授業時間の不足、３，歴史における地

理観念や他國の歴史概念の欠乏、４、簡便

で精繊な教科書づくり、後半は認識憂悶へ

2８（題）論２１世紀我國國小社會科應有的方向

（箸）黄祈仁

（属）台中師院進修部礼教二學生

（出）國教輔導第35巻第４期

（年）1996年（民國85年）４月30日

（考）２１世紀に向けた社會科構想を述べた論考。

2９（題）一個社會科任教師的心霊輿建議

（箸）王派仁
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(属）台中縣大里市内新國小教師

(年）1996年（民國85年）４月30日

(出）國教輔導第35巻第４期P46-47

(考）社會科教師が生徒、教室について感じたこ

とを述べた論考。

(属）國家圖書館館長國立篇課館國中公民輿道

徳科編審委員倉主任委員

(出）國立編讓館通訊第９巻第４期Ｐ48-54

(年）1996年（民國85年）１０月

(考）編審主任委員をつとめる會濟群が科目の理

念と実施方法についてコメントしたもの。

3０（題）國中公民輿道徳教育理論及過程教材規謹

之研究研究之一公民身价與公民教育

的理論探討

（箸）蘇峰山

（属）中央研究院社會學研究所簿備虚博士後研究

員

（出）國立編讓館通訊第９巻第４期Ｐ19-26

（年）1996年（民國85年）１０月

（考）編鐸館のもとで行われた「公民輿道徳」に

関する理論的、実践的研究の第一部。理論

的枠組みについて言及。

3４（題）國中「認識臺穐」歴史篇教材綱要之研訂

與編蔦

（箸）張勝彦

（属）

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期

Ｐ32-35

（考）「認識塞濁」歴史篇が完成するまでの経過

説明。

3５（題）國民中學「認識臺潤（歴史篇）」科教材

篇篇的構想輿特色

（箸）呉文星

（属）國立臺潤師範大學歴史系教授

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期

Ｐ36-41

（考）「認識蓬濁（歴史篇）」科教科書執筆時に

おける内容変更と編輯原則を論述した論考。

９４年10月公布教科書綱要を次の原則により

変更を加えた。

１、教学時数22講次を実際の教学時数であ

る26講次にした。

２、近現代史を詳述した。

３、文教活動の比重を増した。

４、歴史事実を尊重した。

５、用語に価値中立性を求め地理社会篇と

一致させた。

教科書編集執筆の原則は次のようにした。

１，現在の台湾支配地域の発展の調和的記

述。

２、実証、客観的立場。

３，用語簡単具体。

４、学科間の連携。

５、研究と討論を教師と生徒の工夫に委ね

た。

3１（題）國中公民輿道徳教育理論及過程教材規畳

之研究研究之二國中公民輿道徳教育

的検討輿展望一焦鮎討論精華

（箸）陳舜芥

（属）國立清華犬學共同教育委員倉教授

（箸）王笠峰

（属）臺北市永春市高中教師、輔仁大學講師

（出）國立編課館通訊第９巻第４期Ｐ27-35

（年）1996年（民國85年）１０月

（考）「公民輿道徳教科用書第一冊」の研発小組

の議論をまとめた論考。

3２（題）國中公民輿道徳教育理論及過程教材規豊

之研究研究之三國中師生對公民輿道

徳教育意見之分析

（箸）麗海源

（属）中央研究院社會學研究所露備虚主任國立

篇讓館館國中公民輿道徳科編審委員倉委員

（出）國立編讓館通訊第９巻第４期P48-54

（年）1996年（民國85年）１０月

（考）生徒と教師の意見を分析した論考。

3３（題）談國中公民輿道徳科新課程一公民科教育

的趨勢

（箸）會濟群
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も台湾を統治したことがない。先生たちも

しらなかったこと。

６，教師用指導書にキーワードを付加した。

3６（題）歴史教育論文集

（箸）王仲孚

（属）國立台湾師範大学歴史系、歴史研究所教授

（年）1997年（民國86年）６月10日

（出）商鼎文化出版社

（考）目録

歴史課程

歴史教科書

教材教法

教學評且

歴史教育論文目録

附録

(3)教科書関連

【認識臺濁】

１（題）認識憂悶（社會篇）全一冊試用本

(編）國立編課館主編

(年）1997年（民國86年）８月

２（題）認識憂悶（社會篇）教師手冊全一冊試用

本

(編）国立編課館主編

(年）1997年（民國86年）８月

３（題）認識憂潤（歴史篇）全一冊試用本

（編）国立編鐸館主編

（年）1997年（民國86年）８月

3７（題）CurriculumreforminaContextof

PoliticalAuthority：ACaseStudy

ofSocialStudiesC1miculuminnovaTion

inTaiwan

（箸）ChingTienTsai

（年）1997年（民國86年）７月

（出）研究棄刊人文與社會科學第７巻第３期

４（題）認識蜜湾（歴史篇）教師手冊全一冊試用

本

（編）国立編謬館主編

（年）1997年（民國86年）８月

５（題）認識塞濁（地理篇）全一冊試用本

（編）国立編鐸館主編

(年）1997年（民國86年）８月

3８（題）「認識塞潤」台湾の「國史」を教育に

（箸）呉文星

（属）國立憂悶師範大學歴史系教授

（年）1997年９月25日

（出）週刊台湾8685号

（考）この教科書は台湾の「國史」であり、郷土

史ではない。台湾が終始「中国の一部」だっ

たわけではない。文化的、民族的「中国」

意識は、近代的な国民としての「中国人」

意識と違う。「認識台湾」は、現政府に対

する承認を強化する。「日治時代」は日本

による統治の肯定ではない。政治のことに

なると先生は震えだす。二二八事件を歴史

の教訓として。日本時代は全面的な否定も

できなければ全面的な肯定もできない。近

代化を受け入れたのは台湾人の潜在力。台

湾経済の自主性を持った、多元的な同時発

展を阻害。「今後の国家の生存と発展のた

めに」。季登輝総統の「中国は一つ」は文

化「中国」。国際競争時期以前、どの國家

６（題）認識憂濁（地理篇）學生習作全一冊試用

本

（編）国立編鐸館主編

（年）1997年（民國86年）８月

７（題）認識臺潤（地理篇）教師手冊全一冊試用

本

(編）国立編鐸館主編

(年）1997年（民國86年）８月

【國民小學社會】

８（題）社會１下

（出）康軒文化

(年）1997年（民國86年）１月

９（題）社會習作１下

－１９－



琉球大学教育学部紀要第53集Ｉ

(出）康軒文化

(年）1997年（民國86年）１月

2０（題）國民小學社會習作第十二冊（六下）

（編）国立編讓館主編

（年）1995年（民國84年）一月改編本

1０（題）社會２下

（出）康軒文化

（年）1998年（民國87年）２月

2１（題）國民小學社會教師手冊第一冊（－上）

（編）國立編讓館主編

（年）1997年（民國86年）８月正式本初版

1１（題）社會習作２下

（出）康軒文化

（年）1998年（民國87年）２月

2２（題）國民小學社會教師手冊第二冊（－下）

（編）國立編讓館主編

（年）1997年（民國86年）１月正式本初版

1２（題）國民小學社會教師手冊第四冊（二下）

（編）南一書局國小社會教科用書編輯委員會

（年）1997年（民國86年）２月初版1998年（民

2３（題）國民小學社會教師手冊第三冊（二上）

（編）國立編課館主編

（年）1997年（民國86年）８月正式本初版國87年）２月修訂版

1３（題）國民小學社會第六冊（三下）

（編）国立編鐸館主編

（年）1992年（民國81年）－月改編本

2４（題）國民小學社會教師手冊第四冊（二下）

（編）國立編鐸館主編

（年）1980年（民國69年）１月初版、1991年（民

國80年）１月改編本初版、1997年（民國８６

年）１月改編本七版1４（題）國民小學社會習作第六冊（三下）

（編）国立編鐸館主編

（年）1992年（民國81年）－月改編本 2５（題）國民小學社會教師手冊第五冊（三上）

（編）國立編鐸館主編

（年）1980年（民國69年）８月初版、1991年（民

國80年）８月改編本初版、1996年（民國８５

年）８月改編本六版

1５（題）國民小學社會第八冊（四下）

（編）国立編課館主編

（年）1993年（民國82年）－月改編本

1６（題）國民小學社會習作第八冊（四下）

（編）国立編課館主編

（年）1993年（民國82年）－月改編本

2６（題）國民小學社會教師手冊第六冊（三下）

（編）國立編讓館主編

（年）1982年（民國70年）１月初版、1992年（民

國81年）１月改編本初版、1997年（民國８６

年）１月改編本六版1７（題）國民小學社會第十冊（五下）

（編）国立編讓館主編

（年）1994年（民國83年）一月改編本 2７（題）國民小學社會教師手冊第七冊（四上）

（編）國立編讓館主編

（年）1981年（民國70年）８月初版、1992年（民

國81年）８月改編本初版、1996年（民國８５

年）８月改編本五版

1８（題）國民小學社會習作第十冊（五下）

（編）国立編鐸館主編

（年）1994年（民國83年）－月改編本

1９（題）國民小學社會第十二冊（六下）

（編）国立編讓館主編

（年）1995年（民國84年）一月改編本

2８（題）國民小學社會教師手冊第八冊（四下）

（編）國立編讓館主編

（年）1982年（民國71年）１月初版、1993年（民
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園82年）１月改編本初版、1997年（民國８６

年）１月改編本五版

3７（題）現行國民小學「生活輿倫理」教科書的編

輯導向輿架構

（箸）黄建一

（属）國立新竹師範學院教授

（年）1993年（民國82年）８月

（出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

Ｐ39-46

（考）「生活輿倫理」の教科書編集方針と単元構

成についてまとめた論考。編集方針に償値

澄清法、道徳認知發展理論と取り入れたと

している。編集方針は、１，承傅優良文化、

２，適應時代脈動、３，建立個人便値盟系、

４，提高道徳判断能力、５，加強解決問題

的能力、６、増進行善的意願、７，陶冶優

美情操、８，落寳行爲資践となっている。

2９（題）國民小學社會教師手冊第九冊（五上）

（編）國立編課館主編

（年）1982年（民國71年）８月初版、1993年（民

國82年）８月改編本初版、1996年（民國８５

年）８月改編本四版

3０（題）國民小學社會教師手冊第十冊（五下）

（編）國立編課館主編

（年）1983年（民國72年）１月初版、1994年（民

國83年）１月改編本初版、1997年（民國８６

年）１月改編本四版

3１（題）國民小學社會教師手冊第十一冊（六上）

（編）國立編鐸館主編

（年）1984年（民國73年）８月初版、1994年（民

國83年）８月改編本初版、1997年（民國８６

年）８月改編本四版

3８（題）現行國小社會科本第九冊第二単元中歴史

教材的検討一兼論國小階段應有完整的中

國通史概念

（箸）陳健文

（属）國立臺潤師範大學歴史研究碩士斑研究生

（年）1993年（民國82年）８月

（出）人文及社會學科教學通迅第４巻第２期

Ｐ､123～139

（考）小学校中園史教科書（國小社會科本第九研）

中特に「民族の源流と融合」部分を批判し

た論考。

3２（題）國民小學社會教師手冊第十二冊（六下）

（編）國立編課館主編

（年）1984年（民國73年）１月初版、1995年（民

國84年）１月改編本初版、1997年（民國８６

年）１月改編本三版

【國民中學公民輿道徳】

3３（題）國民中學公民輿道徳第四冊

（編）国立編鐸館主編

（年）1998年（民國87年）－月改編本

3９（題）對國小社會科第三冊課本編排之我見

（箸）虚秀鳳

（属）國立台中師範院初等教育研究所研究生

（年）1993年（民國82年）８月

（出）人文及社會學科教學通訊第４巻第２期

Ｐ140-141

（考）教科書のプログラムについての意見を述べ

た論考。

3４（題）國民中學公民輿道徳教師手冊第四冊

（編）国立編課館主編

（年）1995年（民國84年）－月改編本

3５（題）國民中學公民輿道徳第六冊

（編）国立編讓館主編

（年）1998年（民國87年）－月改編本

40(題）談國中新過程各科教科用書編審委員倉組

成

（箸）中小學教科書組

（年）1996年（民國85年）１月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第１期Ｐ11-15

（考）國中新課程にともなう教科書編審委員會の

3６（題）國民中學公民輿道徳教師手冊第六冊

（編）国立編鐸館主編

（年）1995年（民國87年）一月改編本
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編成方法とメンバーについての解説。 五、公民意識輿民主観念張正修

六、國家認同問題戴賓村

参、編輯制度篇

一、小學教科書編輯制度之魑検曾哲明

4１（題）談國民中學「認識豊潤」（歴史篇）教科

書的篇篇

（箸）黄秀政

（属）國立中興大學歴史研究所教授

（年）1996年（民國85年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期

Ｐ６－１０

（考）國立編課館通訊第９巻第２期掲載、國民中

學「認識塞濁歴史篇）」科的課程研訂與教

材篇寓を簡略化した内容。

4４（題）國中公民輿道徳教材研發經過第一冊

「学校與社倉生活」

（箸）麗海源

（属）國立編課館國中公民輿道徳科縄審委員倉第

一冊召集委員

（年）1996年（民國85年）１０月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第４期Ｐ7－１１

4２（題）國民小學第六冊第一単元〈認識我佃的家

郷＞補充教材試編一〔臺北府興建〕

（箸）察秀娼

（属）國立臺濁師範大學歴史研究所碩士班研究生

（年）1996年２月（民國85年）

（出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期Ｐ

１１－１６

（考）國民小學第３学年社會科教科書第６冊の内、

第１単元私たちの故郷を認識しよう、第７

節従古蹟君家郷過去の具体化として憂北

府城の教材化をはかったものである。

4５（題）國中公民輿道徳教材研發經過第二冊

「法律輿政治生活」

（箸）都鯆浩

（属）國立編讓館國中公民輿道徳科編審委員倉委

員

（年）1996年（民國85年）１０月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第４期Ｐ11-13

4６（題）國中公民輿道徳教材研發經過第三冊

「經濟生活」

（箸）邊裕淵

（属）国立編讓館國中公民輿道徳科編審委員倉第

三冊召集委員

（年）1996年（民國85年）１０月

（出）國立編讓館通訊第９巻第４期Ｐ14-15

4３（題）艘検國小教科書

（箸）呉密察・江文聡編

（出）前衛出版社

（年）1994年（民國85年）３月

（考）目次

序言江文職

壱、分科麗検篇

一、國語科江文聡

二、生活與倫理科（勝盈隆）

附録

三、社會科一地理周素卿

社會科一歴史呉密察

附録

弐主題題検篇

一、生態観和環保観鄭先裕

二、經濟概念林向榿

三、雨性観李元貞

四、族群観孫大川

4７（題）國中公民輿道徳教材研發經過第四冊

「文化生活」

（箸）沈清松

（属）國立編課館國中公民輿道徳科編審委員倉第

四冊召集委員

（年）1996年（民國85年）１０月

（出）國立編課館通訊第９巻第４期Ｐ15-18

4８（題）國中「歴史」本國史上冊的教材綱要與編

輯構想

（箸）林麗月

（属）國立憂潤師範大學歴史系教授

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期
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修訂

歴史篇王暁波李維士曽健民黄麗生

播朝陽

社會編李維士陳昭瑛曽健民劉孝春

討論

一個「新史観」的破綻陳映其

中日代理戦争的危機己在臺燃起蒋永敬

我對國中「認識臺濁」教科書的質疑李慶

華

人民主腱何在？文化主臘何在？-評「認識

襄潤」教科書黄麗生

臺濁人民史不是總督府的行政史播朝陽

並不是臺潤人特別可憐一「認識豊潤・社會

編」的検討陳昭瑛

塞潤人民主鶴耶？政治正確耶？曽健民

正視「認識塞潤」教科書一給呉京部長的一

對信侯立朝

「資力史観」－評李永熾與黄富三的臺湾史

発言李娼

好漢剖腹來相見一評「認識豊潤」國中教科

書的討論王暁波

呉部長、休錯了１呉建國

在歴史的鏡子中可以看到自己的面一答高志

敏的「紅帽子」証書王暁波

譲學術的回帰學術一「國中『認識臺濁』教

科書、内容是否妥當公聴會」資録

臺濁不能自絶於中國和亜州一「認識窒濁」

國中教科書総検討記者會賢録

「認識臺潤」教科書大辮論責録

「認識豊潤」教科書大緋論観後呉瓊恩

抗議

反對媚日教材、拒絶台濁教育全國各界反

對違憲窺改教科書聯盟

我佃對國中「認識臺潤」教科書的看法将

永敬等

寧爲歴史棄官、勿爲歴史罪人一給呉京部長

的公開信中國統一連盟

我個不是番一我佃是臺潤的主人莫那能

附録

欽差院士的尚創一談「歴史課程標準」的修

訂輿教科書的編輯王仲孚

談歴史教科書的編輯「奇蹟」王仲孚

亡人之國、先去其史一読杜正勝的的御用史

Ｐ､６－１１

(考）國民中學中国史教科書上冊（盛漬まで）の

教材要綱と執筆構想をのべた論考である。

國中１年に認識臺湾が入ったため、圧縮の

ポイントを、従来から批判されてきた高中

歴史と國中歴史の重複問題をからませなが

ら述べている。

4９（題）新編國中歴史課本第二冊的撰蔦構想

（箸）呂芳上

（属）

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期

Ｐ､12-20

（老）國民中學中國史教科書下冊（近代以後）の

執筆構想をいくつかの観点からのべた論考

である。

5０（題）篇罵國中歴史外國史上冊之架構與理念

（箸）劉徳美

（属）中央研究院近代史研究所研究員

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期

Ｐ､２１－２６

（考）國中外國史教科書上冊（市民革命以前）の

執筆構想と理念をのべた論考である。

5１（題）國中歴史第四冊新課程教材與教學之探討

（箸）呉＃Ⅱ義

（属）國立政治大學歴史系教授

（年）1997年（民國86年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第７巻第５期

Ｐ､27-31

（考）國民中學外國史教科書下冊（帝國主義以後）

の執筆構想と理念をのべた論考である。

5２（題）認識臺潤教科書参考文件

（箸）臺濁史研究會

（年）1997年（民國86年）９月25日

（考）目録

編序

序：對於「認識臺潤」教科書應有的認識一

兼論「課程」輿教科書一王仲孚
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観朱文男

對同心圓歴史教育的質疑一質問杜正勝教授

播朝陽

救救咳子、救救下一代一評皇民化階級窟改

塞潤歴史教育的陰謀「海峡評論」社論

(箸）黄王冠

(属）國立塞濁師範大學教育研究所碩士班研究生

(年）1994年（民國83年）６月

(出）國立憂悶師範大學教育研究所碩士論文

(考）県レベルにおける郷土教材作成と実施を分

析した論考。第一章緒論、第二章文献探討、

第三章宜蘭縣郷土教材護展輿賓施、第四章

研究發現輿討論、第五章結論輿建議

(4)郷土教育関連

１（題）台南府城繪本台湾風土民俗

(文）張玲玲

(図）楊翠玉

(出）遠流出版公司

(年）1990年（民國79年）４月４日

(老）郷士教育の絵本教材本。おじいちゃんと孫

が一緒に台南をまわるというもの。

５（題）以郷土爲素材的資優生教育教學

(箸）温振華

(属）塞濁歴史學會

(年）1995年（民國84年）８月

（出）憂濁歴史學會通迅第１期Ｐ､51～５４

(考）目次

一、前言

二、郷土素材的多元性

三、郷土素材的具盤性與易於観察

四、郷土素材之長期観察輿學習動機的強化

五、郷土有機篭與新宇宙観

六、主題之選取與研究

七、郷土研究輿知識啓蒙一以北投地名爲例

八、結語

２（題）台北三百年繪本台湾風土民俗

(文）劉思源

（図）膨大維

（出）遠流出版公司

(年）1990年（民國七十九年）４月４日

(考）台北の歴史を具体的に再現した絵本。

３（題）國小郷土教育的「範囲」問題：從兒童的

蜜地圖浅談社會科教材「我個生活的地方」

(箸）江碧貞

(属）係僑大先修班講師

(年）1994年（民國83年）４月

(出）人文及社會學科教學通迅第４巻第６期

Ｐ､76～9k４

(考）目次

一、緒言１動機輿目的、２畳地圖研究的意

義、３畳地圖的分析、

二、我國國小社會科有關日常生活環境的教

材、

三、所蜜的内容一空間要素的分析

四、主観的分析一相貌的環境認覺１研究

方法、２分析的方法輿結果、３小結、

五、畳地圏「所謹範囲」的評量１在地圖

上還原霊地圏２地厘的比較３小結、

六、結語

６（題）歴史郷土教學補充教材試編一以『淡蘭古

道』爲題材

（箸）胡悼峯

（年）1996年（民國85年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期

Ｐ､29-36

（考）『淡蘭古道』という郷土教材の編集要点

７（題）歴史郷土教學補充教材試編_我家在基隆

（第三部分・民俗采風）

(箸）衣若蘭

(属）國立憂潤師範大學歴史研究所碩士班研究生

(年）1996年（民國85年）２月

（出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期

Ｐ､37-44

(考）郷土教育教材開発、対象学年は國民中學１

年、地域は基隆、内容は基隆の先住民、宗

教信仰、中元祭。４（題）郷土教材發展與寳施之分析研究一以宜蘭

縣爲例
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８（題）歴史郷土補充教材試編一以『嘉義新港奉

天宮』爲例

(箸）獣素瑛

(属）國立塞湾師範大學歴史研究所碩士班學生

(年）1996年（民國85年）２月

(出）人文及社會學科教學通迅第６巻第５期

Ｐ､45-58

(考）郷土教育教材開発、『嘉義新港奉天宮』を

題材とする。時間は90-100分。対象は國

民中學から國民小學高学年。

郷土教育之資施與検討一台北市爲例周端

雲

宜蘭縣郷土教學発展與賢施之探討黄玉冠

母語教學賓施現況之探討一以新竹縣客家母

語教學爲例劉瑞琴、李貴霞

日本小學課程中的「郷土教材」楊思偉

田園教學

湖田國小的田園教學連寛寛

田園課程的教學策略黄鳳瑛

附録

博習自然贋見聞嘉尚學子修性霊一博嘉小

的田園教學黄鳳瑛９（題）社會科田野研究法及其教案畢例

(箸）洪如玉

(属）苗栗縣政府教育局調用教師

(年）1996年（民國85年）４月30日

（出）國教輔導第三十五巻第４期ｐ､35-

３９

（考）田野研究法の意味と方向、社会科への応用

と具体的教案事例（環境教育）の紹介。

1２（題）従國民中學「認識臺濁（地理篇）」科中

如何落賢郷土地理教育

（箸）洪紹芳

（年）1996年（民國85年）４月

（出）國立編課館通訊第９巻第２期Ｐ､32-34

（考）「認識臺濁（地理篇）」六大単元（土地、

生態、人口、産業、生活、区域）は蓬濁全

域から校区郷土地理にかえる。その郷土地

理学習の重要性と実施方法が述べられてい

る。実施方法は次の８点があげられている。

１，各地厘に郷土地理教材編輯小組を作る。

２，研修を組織する。３、施設備品を整備

する。４，各県各市に郷土地理教学資源セ

ンターの設立。５，地理実際活動を教化す

る。６，具体的学生用ノートの整備、７，

社会資源の有効利用。８，学校や親が郷土

地理教学活動の中心としての組織化。

1０（題）國小社會科『快楽學習』之我見

（箸）顔如玉

（属）彰化市民生國小教師

（年）1996年（民國85年）４月30日

（出）國教輔導第三十五巻第４期Ｐ,40-

４５

（考）楽しい小学校社會科学習を意識した論考。

1１（題）新教育賢践一開放教育、郷土教育、田園

教育分析

（編）楊思偉主編

（年）1997年（民國86年）２月

（出）師大書苑發行

（考）目次

序楊思偉

開放教育

開放教育説從頭鄭端容

台北縣開放教育責施模式之探討白賓貴

從開放教育的内涜談我國開放教育策略鍾

馥薇

從開放教育談教師角色之扮演與努力方向

方玉綱

郷土教育

1３（題）郷土情、世界観一塞潤郷土地理教育的発

展

（箸）都國雄

（発）國教月刊社

（年）1997年（民國86年）１２月31日

（出）國教月刊第四十四巻第三・四期Ｐ、

４３－４８

（考）蓬穐郷土地理教育の意義と現状の分析をお

こなった分析である。特に各縣、市が編輯

した郷土地理教材の分析引用は興味深い。

1４（題）郷土教學活動軍設概説

－２５－
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(箸）鄙天徳

(発）國教月刊社

(年）1997年（民國86年）１２月31日

(出）國教月刊第四十四巻第三・四期Ｐ､４

９－５４

(考）郷土授業実施のための要点がまとめられて

いる。北投温泉見学が事例としてあげられ

ている。

九未來願景

４（題）原住民教育

(箸）牟中原・汪幼絨

(発）師大書苑發行

(年）1997年（民國86年）６月

（考）目次

陳序

第一章多元文化下的原住民教育

第二章國際少数民族教育現況

第三章大陸少数民族教育概況

第四章原住民教育概況

第五章原住民教育問題総合分析

第六章結論輿建議

(5)原住民教育

１（題）排濁族婚霞稿本台湾風土民俗

(文）劉思源

(図）唐涛南

(年）1989年（民國78年）１１月４日

(考）排湾族の婚鰭についての絵本教材本。原住

民教育として活用できるもの。 ５（題）塞潤原住民霊地位之愛遷

(箸）黄森泉

(属）國立塞中師範學院副教授兼原住民教育研究

中心主任

(年）1996年（民國85年）４月30日

（出）國教輔導第三十五巻第４期Ｐ､20-

２３

（考）台湾先住民の地位の変遷を述べた論考。

２（題）臺濁原住民史薬編２－雅美、部族歴史篇

及都市原住民採訪紀録

(編）塞潤省文献委員會編印

(年）1996年（民國85年）八月

(考）目次

序

序

中央研究院民族學研究所雅美族口傳文學資

料榴橋案翻（鐸）

都市原住民篇田調筆記

歴史篇口述歴史

部族田調筆記

６（題）塞潤原住民墓地位之鍾編

(箸）黄森良

(属）國立塞中師範學院副助教授兼住民教育研究

中心主任

(年）1997年（民國86年）８月

(考）目次

１．多民族教育的観点論台湾原住民教育的

方向

２．原住民小學的多民族教育探討

３．従多元文化教育分析小學社會科的原住

民文化内酒

４．多民族教育観点的國小社會科課程方案

探討

５．従多元文化教育観点発展小學社會科原

住民郷土教材一以排濁族為例

６．屏東県偏遠小學社會科教學問題之探究

７．原住民小學臨床教學経験分析

８．原住民児童的内威

９．排潤族山地國小學生家長参輿子女

３（題）中華民國原住民教育報告書

(編）教育部編印

(年）1997年（民國86年）６月

(考）目録

序

一発展背景

二理念政策

三行政措施

四課程教學

五師資培育

六人才培植

七衛生保健

八社會教育

－２６－
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10．都市原住民児童適応問題之探討

11．原住民児童族群認同與文化認知之探討

４（題）塞脅民間教育改革運動一國家與社會的分

析

(箸）醇曉華

（発）前衛出版社

(年）1996年（民國85年）２月

(考）目次

第一章緒論

第二章理論瀕源教育領域中「國家一社

會」分析的理論基礎

第三章民間教育改革運動之背景因素

第四章集腱行動空間的集結輿形成

第五章評析台湾民間教育改革運動中的

「國家一社會」面貌

第六章結論一八○年代中期後台湾的民間

教育改革運動「國家一社會」資源與權空

間的重組

(6)教育改革関連文献

１（題）臺懸的教育検討會論文集

(箸）林宗義等

(発）自立晩報社文化出版部

(年）1998年（民國78年）１１月

（考）目次

「蓬濁的教育」論文集序言

自立報系社長呉豊山致詞

塞美基金會會長李豊明致詞

従海外着臺潤的教育林宗義

従教育均等的観鮎談臺潤教育的問題與改進

措施張蕩蕪

利用新的教育測畳理論和技術來増進入学考

試的功能許揮基

從「避泰」到「反依頼」一三十年臺潤「人

文社會科學」歴史片断之反省博大爲

塞潤中小學教育民主化的評佑林玉体

塞潤地区的政治教育江炳倫

戦後臺濁法學教育的問題一廠結、借鑑與反

思李鴻霜

儒家思想輿現代社會中的倫理教育黄光國

大學的一些問題劉福増

聴衆発問及議員回答

診断塞潤教育的病症陳永興

提信教育的純度和熱度李豊明

５（題）教育改革的塞潤經験一國民教育的政策及

行政措施分析

(箸）王霞武、林文瑛著

(発）業強出版社

(年）1996年（民國85年）８月

(考）目次

摘要

第一章緒論教育的範式輿教育改革

第二章研究目的輿方法

第三章教育問題的現象輿報道

第四章教育改革的經験

第五章臺濁教育的範式

参考文献

附録一報紙資料編鴎系統

附録二教育部公報編薦系統

附録三教育部公報所見的「方案」及其分

類

２（題）課程生産力初探

(箸）張清漬

(属）豊潤省國民學校教師研習會主任

(年）1996年（民國85年）１月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第１期Ｐ21-

(考）教科書が多様化する中で、教育目標を充分

に到達させることは可能かを述べた論考。 ６（題）民間教育改造藍圖一朝向社會正義的結構

性愛革

(箸）410教育改造聯盟

（発）時報文化出版企業股扮有限公司

(年）1996年（民國85年）１０月25日

(考）目次

編輯縁起

序

３（題）詮鐸郭爲藩部長的「座號」論一國中教育

危機在鉄乏勵志性教學

(箸）張教

(属）國中教師

(年）1996年（民國85年）１月

（出）國立編鐸館通訊第９巻第１期Ｐ37-
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總論

第１篇民間教育改革的基本立場

第２篇對官方教育改革的批判

分論

第３篇民間教育改革的訴求及對策

課程及教科書制度

師資培育

學制與終生教育

中小學教育環境

中小學學枝組織及學国

教育行政組織及權限

私人興學

幼兒教育

原住民族教育

身心障礪教育

經濟弱勢者教育權盆

國民教育經費

教育法艦系之重建

附篇

第４篇推動改革的策略與具膿方案

附録教育基本法草案

開於四一○教育改造連盟

(考）目次

第一章、教育問題的界説

第二章、教育問題的相關概念

第三章、教育改革的縁起

第四章、教育改革政策及方案擬定的取向

第五章、我國教育問題的賞際

第六章、我國官方八○年代後的教育改革

第七章、我國教育如何邇入二十一世紀

９（題）最新教育問題評析

(箸）張芳全

（発）商鼎文化出版社

(年）1997年（民國86年）１１月１日

(考）目次

第一篇學校改革篇

第二篇修憲與教改篇

第三篇高等教育改革篇

第四篇教育政策改革篇

第五編聯考問題篇

第六篇教改的反思篇

(7)大学教科書

１（題）社會科教材教法

（箸）李緒武編署

（発）五南圖書出版公司

（年）1984年（民國73年）１月初版1997年８月

三版一刷

（考）目次

再版序

序言

第一章緒論

第二章社會科意義與功能

第三章社會科教學目標

第四章社會科教材的内酒與排列

第五章社會科教材的選揮與組織

第六章教學目標的擬訂

第七章教學方法

第八章能力本位教學

第九章概念教學

第十章債値教學

第十一章単元教學活動設計的編製

第十二章教學評量

第十三章社會科補充教材之選揮與使用

７（題）教育問題探求一政策取向

（箸）張芳全著

（発）商鼎文化出版社

(年）1997年（民國86年）５月１日

(考）目次

第一章我國教育制度要覧

第二章教學方法問題

第三章初等教育問題

第四章中等教育問題

第五章高等教育問題

第六章終生教育問題

第七章師範教育問題

第八章教育政策問題

第九章教育改革問題

附録

８（題）教育問題輿教育改革一理論與資際

(箸）張芳全

(発）商鼎文化出版社

(年）1997年（民國86年）１０月20日
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(年）1996年（民國85年）８月

(考）目次

自序

第一章緒論

第二章國民小學道徳課程的精神輿特色

第三章國民小學道徳課程目標分析

第四章國民小學道徳課程内容

第五章主要道徳教學方法

第六章道徳教學評量

第七章親職教育的配合

第八章教科用書的編寓

第九章教學資源

第十章教科用書的審査與評鑑

第十一章教科書的誤用與正用

第十二章國民小學道徳科的問題輿展望

参考書目

索引

参考書目

２（題）師範専科學校教科書一社會科教學研究

(編）國立編讓館主編

(年）1985年（民國74年）２月

(考）目次

第一章総論

第二章社會科的課程及教材

第三章社會科教學方法

第四章社會科的教學計量畳與責習

第五章社會科的教學資源

第六章社會科的作業活動與評鑑

３（題）園小社會科教學研究

（箸）程建教

（発）五南圖書出版公司

（年）1991年（民國80年）７月初版

（考）目次

簡序

自序

第一章社會科的性質和方向

第二章社會科的課程輿資源

第三章社會科的教學與策略

第四章社會科教學的計蜜與寅習

第五章社會科教師的培養輿成長

第六章新社會科教學的課題和展望

本書主要参考書目

(8)歴史学、その他

１（題）台湾史的問題意識輿反省

(箸）張炎憲

(年）1995年（民國847年）８月

(出）塞潤歴史學會通迅第１期Ｐ､７～８

(老）目次

１，國民意識、歴史意識輿歴史教育

２，統治者史観輿民衆史観

３，殖民地史観、帝國主義史観、邊唾史観

輿台濁歴史詮鐸

４、台湾史與臺濁學

４（題）中園近代教育史

(編）王炳照主編

（発）五南圖書出版公司

（年）1994年（民國83年）３月初版

（考）目次

第一章阿片戦争和太平天國時期的教育

第二章洋務運動時期的教育

第三章戊戊維新運動時期的教育

第四章辛亥革命時期的教育

第五章五四運動和國民革命時期的教育

第六章十年内戦到抗日戦争時期的教育

２（題）中國史教學與研究之検討畢隅

(箸）鄭欽仁

(年）1995年（民國84年）８月

（出）蓬濁歴史學會通迅第１期Ｐ､９－１３

（考）目次

一、前言

二、中國史教學的検討

(1)輿生態環境認知脱節的中國史教學

(2)朝代政治與断代分法之可議

(3)輔助科學的忽視

(4)戦後歴史學與歴史教育有總検討的必要

三、歴史意識與國民意識的塑像及其謬誤

(1)文化論與PaxSinica

(2)統一論與覇權

５（題）國民小學道徳課程輿教學

(箸）黄建一・余作輝合著

(発）師大書苑

－２９－
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３（題）従台潤主題性論台濁史研究之必要

(箸）張勝彦

(年）1995年（民國84年）８月

(出）臺濁歴史學會通迅第１期Ｐ､４－６

多音交響的可能一論台湾文學語言的歴史発

展呂興昌

戦後台濁文學的再編成林瑞明

論台湾文學的「非情」陳寓盆

「台潤人形象」的自我形塑一百年來台灘美

術家眼中的台潤人繭瓊瑞

戦後台湾劇場的與衰起落（1945～1949）

郎坤良

百年來台澱歌謡傅略莊永明

論長老教會與台濁現代化董芳苑

西來庵事愛的象徴意義初探一果報、財富與

雨性關系在有關善書中的鋪演方孝謙

子弟曲館與台湾中部的城郷互動一以彰化集

樂軒和梨春園中心之考察林美容

台湾都市発展輿教育空間分怖的璽遷一兼論

社會活動空間的演愛章英華

一百年来台湾政治運動中的國家認同李被

峯

對1980年代台潤民族認同形成的文化分析

察篤堅

「外省人」自由主義者對「台湾前途」的態

度一以雷震、股海光及傅正爲例田欣

來縫中的族璽建構一淀原住民意識與台濁族

露問題的互動孫大川

百年来台濁法律的西方化王泰升

五十年來的台濁法制林山田

台潤史研究與台濁主鵠性張炎憲

台燭左翼運動史與政治愛遷一後殖民史學的

一個検討陳芳明

台湾辺百年的産業発展一以織業爲例林忠

正

百年來台潤的對外貿易進展林鐘雄

台、日、中三角關係看台潤與日本的発展

黄昭堂

戦後的台、中關係一結構性現賢主義的観黙

施正鋒

４（題）「建立台濁主鐙性歴史観」座談會

(編）台湾歴史學會

(年）1995年（民國八十四年）８月

(出）塞濁歴史學會通迅第１期３Ｐ､29～３６

(考）1995年２月26日午後１時30分から５時まで、

國立台潤大學法學院國際會議麗、主持人：

李永職、曹永和引言人：台湾史一張勝彦、

張炎意中國史一鄭欽仁、陳錦忠日韓史

一林明徳東南亜史一林東陽欧美史一周

楪槽

５（題）探索ＷＷＷ的資源賓蔵

(箸）頬苑玲

(年）1996年（民國85年）４月30日

(出）國教輔導第35巻第４期Ｐ24-27

(考）台湾教育で活用できそうなホームページを

紹介している。

６（題）台湾近代百年史論文集

（編）張炎憲陳美蓉黎中光

（発）財團法人呉三連台濁史料基金倉

(年）1996年（民國85年）８月

（考）目次

序一陳奇禄

序二一從1995年的學術研討會反省台潤歴史

意識張炎憲

以「國語學校」爲場域、着日治時期的語言

政策陳恒嘉

近五十年台濁語言政策的愛遷黄宣範

日治時期台濁文化論述意識型態分析一以

「台濁新民報」系統的「同化主義」表意

爲例林洪潅

－３０－


